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特に先進諸国での肥満児のここ数十年間での顕
著な増加は ｢遺伝子の変化｣ では説明できない｡
原因は安価で美味しく高エネルギー濃度の食品が
容易に入手可能になった食事環境や, ���������
になった生活スタイルにあることは疑いない｡
しかし, 現代の食事環境下にも肥満児も痩せた
児もおり, 大きな個人差がある｡ 乳児期から ～
!歳までに過剰な体重増加を示す児は, 就学期,
思春期の肥満の高リスク児であるが"#$), 高リスク

児は如何に生ずるか｡
原因を生来の食欲の旺盛さなどの個人差に求め
る研究と%#&), 家庭内食事環境の差異に求める研究
が行われてきた'#()｡ 肥満は)*+の分布の遺伝性
と環境の両因子が極度に作用した結果とする双生
児研究もある,)｡
前者から肥満の高リスク児を判別し, 後者が示

す家庭環境因子を改善できる可能性がある｡ 小児
期の食欲特性に関して調べた｡
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肥満は熱量摂取が消費を上回る状態が続くこと
で生ずるが, 生後"$か月, $&か月の間の過剰な体
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食物環境の変化により小児の肥満はここ数十年間に急増したが, なお肥満の程度には大
きな個人差があり, 比較的に高い (概ね$>%) 遺伝性を認める｡ 小児の食欲特性を把握す
る手段として 歳から"%歳位用の �?�@?<A����B�C��<�D)�?�=<EF�GF���<E���<��
(@C)G) と, 生後!か月未満用の�?�)�H�C��<�D)�?�=<EF�GF���<E���<�()C)G)
が多用される｡ I食物の求めIを示す ｢食物反応性｣ などと, I食物の遠のけIを示す ｢満
腹反応性｣ などの項目があるが, 肥満度の少なくとも一部は, これらを介して遺伝性を発
揮する｡ 早期の食欲特性の評価は後の肥満の高リスク児の判別に役立つ｡
高リスク児の食物反応性を助長せず, 満腹反応性を損なわない, 家庭の食事環境を育む

方策を知る必要がある｡
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重増加は小さい熱量消費からではなく, 必要量よ
り大きい熱量摂取から生じる�)｡
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米国の !!�年の摂取熱量調査では"歳未満の#
群のいずれの年齢層でも, 平均熱量摂取は推定熱
量必要量を$%～ &&'()*+日程超えた,)｡ -か月未
満児の�.'()*+日の小さな超過でも, -週で!/&0
'1, -か月後には /!'1の過剰体重増加に相当
する｡
生後"か月時の摂取熱量が大の児は, 出生時か
ら2,3,4歳の間の体重増加量が大で, #歳時の
567が大きい傾向があり, 摂取量が上%+&では
約& ％が該当したのに対し, 下%+&の児では約 .
％との報告がある%!)｡ ただし, 上%+&の児でも約
%�％が8*9:な体重増加を示した｡
米国 ;<=;>?における自己報告による2日

摂取熱量を, @A@成長チャートによる567(3
歳未満は :BC1DEFG9HF*BI1ED) が≧�0EDの児と
健康体重児を, 多変量回帰モデルで比較した報告
があり, 若年小児では前者が後者を有意に上回っ
た%%)｡ 例えば, 4～#歳男児の熱量摂取の平均±
?>は, 重症肥満 (≧,,ED) で%J�.%±,%'()*,
健康体重児で%JKK�± �'()*である｡ この報告で
は, 女児はL歳以上, 男児では%%歳以上になると
逆に肥満児の熱量摂取が小さくなり, 肥満児では
運動による熱量消費が低下するためと推定されて
いる｡

なお, 乳幼児期の急速な体重増加には, 蛋白質
の過剰摂取の関与の指摘もある% )｡
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567値の分布や肥満への, 遺伝と環境の影響
の割合に関し, 双生児, 養子や家系の研究がなさ
れてきた｡ 7-に双生児研究の例を示した$J%.J%&)｡
?B1)*らは生物学的児と同年齢の養子のペア%.),
?EMI')HNらは一卵性, 二卵性とも養育が共の例
と別々の例と%&), 貴重なケースを対象にしている｡
567値の決定への遺伝の影響は概ね +., 環境
のそれは%+.と考えられる｡
両要因間には, 環境因子により遺伝子の発現を
変えるBOC1BIBEC(な過程 (胎内, 乳幼児期では
OH91H)PPCI1と称される) もある% )｡
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乳幼児期の過剰な体重増加は学齢前期の肥満に
繋がる傾向があるが ), QDBRB*8S9I1CEMNCI)*
?EMNTでは, 家系調査から乳幼児期の体重や体
重増加度の遺伝率を報告した%0)｡ 生後.Kか月の体
重の遺伝率は!/,0, 生後の体重変化度の遺伝率は
U～-か月!/KK, U～% か月!/00, U～ &か月
!/� であり, 高いとしている｡
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の報告によると, 生後U～2か月間の成長には遺
伝性は見られず, 家庭環境の影響度が!/$$である
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 Haworth 7) Segal 13)  Stunkard 14)  

 7  10  9.0 4.9    

 0.60 0.74 0.64 0.74 0.69 

 0.22 0.12 0.26 0.01 0.01 

 0.18 0.13 0.11 0.26 0.31 

58.6 13.6  



が, その後の遺伝率は, �～ か月!"#$,  ～%&
か月!"'(, %&～&$か月!"')と非常に高い%))｡
生後*～+年間は体重や,-.の成長パーセン
タイル曲線を上方や下方クロスする児が半数に及
ぶ｡ これは児が持つ遺伝因子発現による本来の体
重増加の軌道への回帰を示すとされる%()｡ 健康的
な体重増加率を保つことが容易でない児が存在す
ることになるが, 肥満向性な食物環境への暴露状
況を決定する家庭の食事環境が影響する余地はあ
る｡
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英国の /01234らは*～%5歳の小児の食欲
の程度を親が評価する 6748793214:;<=069:>
,470?9@A1BA4<69@:C:0914(8=,B) を&!!%年に
開発した ( !)%D)｡
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E～%&歳の小児で, 食欲特性の各側面と,-.
パーセンタイル (F) 値との関連みた研究では%'),
食物の楽しみ様=G, 食物に対する反応GH, 飲
み物の欲しがり様II, 感情的な過剰摂取=Jの
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Enjoyment of food EF  

      

      

Food responsiveness FR  

  

  

 

Desire to drink  

 

1   

 / Satiety responsiveness / Slowness in eating

 / SE  

R  

 

 

30  R  

 

Fussiness  

     

R       

       

Emotional undereating  

 

Emotional overeating  

 

                               

The Children’s Eating Behaviour Questionnaire ; CEBQ  
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never seldom sometimes often always 1

R  



｢食べ物の求め (��������)｣ 関連食欲特性は陽
性に, 満腹反応 食事の遅さ!" !#, 好き嫌い
$%の ｢食べ物の遠退け (�&�'(�)�*)｣ 関連食欲
特性は陰性に, しかも, 段階的に相関した｡ 普通
肥満は独立した状態ではなく, 食欲特性の程度に
応じて強まる肥満度の最高位である｡ 性差はほと
んど無い｡
食欲特性の早期の評価は, 体重が過剰に増加し
やすい児の判別に繋がる｡ 加齢とともに ｢食物の
求め｣ 関連特性は強まり, ｢食物の遠退け｣ 関連
特性は弱まる傾向がある｡ 肥満対策は, 前者の強
化を抑制し, 後者を維持することになる｡
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+～,,歳の双生児における, -#./の#$特性
(外的食物シグナルへの反応性) と!" !#特性
(内的満腹シグナルへの反応性) の0特性に対す
る遺伝率をみた研究では, 前者の遺伝率は1234,

後者のそれは1256であった,7)｡
普通肥満に関わる約41の遺伝子の単一ヌクレオ

チド多形 (!89:) は, 作用サイズは小さく, 危
険率はリスク !89数 (��;<=*)'��':>:���*?
9"!) で判定される｡ 平均,1歳の研究で, !" !#
が低いことが, 高い .@AB!Cスコアや腹囲 !C
スコアと相関し, 過体重以上の肥満児は9"!最
上位D6％で,E26％に対し, 最下位D6％で52D％と
報告された4)｡
肥満の遺伝性の機序の少なくとも一部は, 食欲

特性の遺伝性によると考えられる｡
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近年, 生後早期からの体重過剰増加と後の肥満
との関連性が判明しD), 乳幼児期からの肥満対策
が主張されている,)｡ 食欲特性の把握が, 後の肥
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Enjoyment of food EF  

 

 

Food responsiveness FR  

   

 

 

 

30  

Slowness in eating; SE  

 

30  

 

Satiety responsiveness SR  

 

 

 

General appetite GA  or  Appetite size ; AS  

 

The Baby Eating Behaviour Questionnaire BEBQ 18  

 

never seldom sometimes often always

R  



満のリスクの判断資料になることから (前章),
���������らは !""年に#か月未満の専らミルク
栄養の時期の状態を親が評価する$%�&'(�)'$*
+�,&�%'-+./01/�2$+.��'+0�(&)&1) を発表
した (��) !)｡ 3)&1の質問内容を修飾し, 44,
)5, )6を外し, 一般的な食欲の旺盛さを尋ね
る78 (.089) を追加した｡
 !"#$%&'()*+,-./

-'�:''02-��$らは生後#か月時に調査した
&)&1の食欲特性と#か月から";か月の間の体
重の増加度を調査し, 授乳の楽しみ様)<, ミル
クに対する反応性<=, 一般的な食欲89は体重
の増加度と正に相関し, 飲みの遅さ9), 満腹反
応9=は負の相関を示した ")｡
また, 彼らは, 乳幼児期では家族因子の影響を
除外し難いことから, 同性の>卵性双生児で, 生
後#か月の食欲特性の内, <=と9=が兄弟間で
?94以上の差があるペアを選び生後#か月から
";か月間の体重増量を調査した@)｡ 該当するペア
は前者A!!組中"B 組, 後者A!!組中" "組であり,
生後";か月時の体重差は, <=の高い群の平均は
低い群よりCC",多く, 9=の低い群は他方より
C"A,多かった｡
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���������らは生後#か月の双生児で, 体重,
&)&1による食欲特性, また, それらの関連の
遺伝性を研究した  )｡ 食欲特性のいずれの項目も
体重と有意に相関したが, )<と<=の相関性は
小さかった｡ )<の平均は@D B±!DB!(最大E)
と高点数, <=のそれは"DCF±!DFAと低点数に集
中しており, 生後#か月の体重では評価に早過ぎ
たためと推測する｡
上記>特性を除く特性と体重の遺伝性は 9)
!DB@, 9=!D;F, 89!D@C, 体重!D @であり, 体重
で小さい理由は上記と同様と考える｡
9), 9=, 89と体重との関連における遺伝性
は!D@"～!D@;と計算された｡

3 4 5 6

体重成長曲線に加え, 早期乳児期からの食欲特
性の評価で, 肥満の高リスク児をある程度, 判定
できるが, それらは相当の遺伝性を有し, 授乳量
を減らす訳にはいかない｡
しかし, 環境の影響の余地はある｡ 離乳食も何
を選ぶか等々, 皆, 親に託された環境である｡ こ
ちらの研究成果については稿を改め取り組んでみ
たい｡
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